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「夏見老婆連中」の平和紀年碑
第２回
定例会

　

市
立
総
合
体
育
館
の
船
橋
ア

リ
ー
ナ
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ヨ

ガ
や
エ
ア
ロ
ビ
な
ど
の
健
康
づ

く
り
教
室
「
ス
タ
ジ
オ
事
業
」

は
住
友
不
動
産
エ
ス
フ
ォ
ル
タ

㈱
に
業
務
委
託
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
か
ら
「
料
金
が
民

間
よ
り
高
い
」
と
い
う
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。

　

料
金
設
定
は
事
業
受
託
者
の

自
由
裁
量
で
、
市
が
チ
ェ
ッ
ク

　

家
庭
系
可
燃
ご
み
の
収
集
を

今
年
10
月
か
ら
週
２
回
に
す
る

こ
と
に
関
し
て
、
市
民
説
明
会

　

船
橋
市
行
財
政
改
革
推
進
会

議
が
３
月
に
市
に
提
出
し
た

「
意
見
書
」
は
、
財
源
不
足
を

こ
と
さ
ら
強
調
し
、
市
民
負
担

増
と
民
営
化
を
推
進
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
確
保
と
し
て
、
運
動

船橋再発見

ア
リ
ー
ナ
ス
タ
ジ
オ
事
業
「
民
間
よ
り
高
い
」

船
橋
市
の
家
庭
系
可
燃
ご
み
量

　
　
　

県
内
16
市
中　

３
番
目
に
多
い
？

負
担
増
と
公
共
の
投
げ
捨
て

―
行
財
政
改
革
意
見
書

す
る
仕
組
み
が
何
も
あ
り
ま
せ

ん
。
「
事
業
受
託
者
に
経
費
や

収
支
差
額
を
報
告
さ
せ
、
料
金

設
定
や
事
業
内
容
が
公
の
施
設

の
事
業
と
し
て
適
切
か
市
が
点

検
・
評
価
す
る
仕
組
み
に
改
め

る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
点
検
・
評
価
の
仕
組

み
が
適
切
に
運
用
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

公
園
や
市
民
文
化
ホ
ー
ル
・
公

民
館
の
使
用
料
、
保
育
料
、
国

民
健
康
保
険
料
、
下
水
道
使
用

料
等
々
の
値
上
げ
検
討
と
取
立

て
の
強
化
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
歳
出
の
見
直
し
で
は
、
全

て
の
市
の
施
設
に
指
定
管
理
制

　マイナンバーは、プライバシー権侵害の危険があり

ます。市も実際はマイナンバーカード等の提示がなく

ても母子健康手帳を交付しています。

　ところが『広報ふなばし』５月１５日号に、「母子健

康手帳の交付にはマイナンバーカードか、マイナンバー

通知カードと身分証明書が必要です」-こんな記載

があり、こうした記載はやめよと質しました。

　市は「誤解を招かないような表現に努力する」と答

えましたが、今後も注視していきます。

「市民のプライバシーを脅かす」
広報でのマイナンバー利用誘導をやめよ

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
資
料
で
、
「
可
燃
ご

み
量
が
、
人
口
10
万
人
以
上
の

県
内
16
市
中
3

番
目
に
多
い
の

が
船
橋
市
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
人

一
日
当
た
り
の
可
燃
ご
み
が

一
番
少
な
い
の
は
野
田
市
で

3
2
3
グ
ラ
ム
、
２
番
目
が
流

山
市
で
3
3
2
グ
ラ
ム
、
船
橋

市
は
14
番
目
で
5
2
0
グ
ラ
ム

と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
野
田
市
や
流
山
市

が
不
燃
ご
み
や
有
価
物
に
分
類

し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や

ゴ
ム
類
、
ビ
ニ
ー
ル
類
、
剪
定

枝
な
ど
を
船
橋
市
は
可
燃
ご
み

と
し
て
い
ま
す
。
各
市
で
分
別

の
内
容
は
違
い
、
比
較
で
き
な

い
の
に
順
位
を
決
め
る
な
ど
市

民
を
欺
く
も
の
で
す
。

　

市
は
「
収
集
回
数
を
減
ら
せ

ば
ご
み
量
が
減
る
」
と
言
い
ま

す
が
、
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、

他
市
の
よ
う
な
分
別
収
集
こ
そ

必
要
で
す
。
収
集
回
数
の
削
減

は
中
止
す
べ
き
で
す
。

度
導
入
の
検
討
、
ご
み
収
集
の

さ
ら
な
る
民
間
委
託
化
等
が
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
意
見
書
」
は
、
政
府
の
推
し

進
め
る
地
方
財
政
の
削
減
と
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
成
長
産
業
化
に

沿
っ
た
も
の
で
す
。
受
益
者
負

担
の
考
え
で
公
共
料
金
を
値
上

ね
ら
わ
れ
る
市
民
負
担
と
サ
ー
ビ
ス
の
後
退

「
ご
み
収
集
回
数
削
減
」・「
医
療
セ
ン
タ
ー
初
診
加
算
料
値
上
げ
」
中
止
を

　

5
月
24
日
か
ら
6
月
27
日
ま
で
の
35
日
間
の
日
程
で
第

2
回
定
例
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
民
泊
の
規
制
基
準
を

定
め
る
条
例
改
正
や
特
別
支
援
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購

入
契
約
議
案
な
ど
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
条
例
改
正
は
紹
介
状
の
な
い
患
者
の

初
診
加
算
料
を
現
行
の
8
1
0
円
か
ら
5
4
0
0
円
（
歯
科

は
3
2
4
0
円
）
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
日
本
共
産
党
は

反
対
し
ま
し
た
が
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
家
庭
ご
み
の
収
集
回
数
の
変
更
問
題
を

多
く
の
議
員
が
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
週
３
回
を
維
持
す
べ

き
と
明
確
に
主
張
し
た
の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
船
橋
市
行
財
政
改
革
推
進
会
議
の
意
見

書
の
問
題
や
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
支
援
員
の

増
員
、
精
神
障
害
者
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
も
取
り
上

げ
ま
し
た
。

げ
し
、
公
共
の

サ
ー
ビ
ス
を
民

間
企
業
が
利
益

を
上
げ
ら
れ
る
仕
事
に
変
え
て

い
く
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
行
財
政
改
革
を
進
め

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。

　夏見６丁目にある稲荷神社の境内の中に、平和を祈念する

石碑がある。碑文の表に発起人と思われる「夏見２丁目老婆連

中」の記載があり、裏には「此の参道をして平和への道たらし

めようと」とある。敗戦直後のあの時代、女性の建てた碑があっ

たのかと、驚きつつ嬉しい。

なつみろうばれんちゅう
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市
は
「
中
立
」
を
理
由
に
、

み
ん
な
の
掲
示
板
に
「
主
義
主

張
が
含
ま
れ
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
は
で
き
な
い
」
と
し
て
文
言

の
修
正
な
ど
を
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
運
用
は
、
表
現
の
自

由
を
侵
し
て
お
り
、
憲
法
が
禁

じ
る
検
閲
で
す
。

　

そ
こ
で
「
憲
法
９
条
を
守
ろ

う
」
な
ら
ど
う
か
と
質
す
と
「
９

　

経
済
的
な
理
由
で
、
就
学
す

る
こ
と
が
困
難
な
家
庭
の
保
護

者
を
支
援
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
必
要
な
教
育
が
行
き
届
く
よ

う
に
す
る
た
め
の
就
学
援
助
制

度
。

　

し
か
し
、
申
請
書
の
配
布
や

　

三
番
瀬
は
、
ス
ズ
ガ
モ
10
万

羽
、
ミ
ヤ
コ
ド
リ
４
０
０
羽

（
い
ず
れ
も
日
本
一
）
な
ど
約

２
０
０
種
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ

る
貴
重
な
干
潟
で
あ
り
、
環
境

省
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を

め
ざ
す
重
要
湿
地
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
の
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
へ
の
認
識
を
質
し
ま

し
た
。

　

市
は
、
「
漁
場
の
再
生
と
条

約
登
録
は
、
矛
盾
す
る
も
の
と

は
考
え
て
い
な
い
」
と
し
な
が

　

下
総
基
地
で
は
、
日
常
的
に

朝
か
ら
夜
９
時
ま
で
飛
行
訓
練

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
か
ら
は
、
「
電
話
の
声

が
聞
き
取
れ
な
い
、
テ
レ
ビ
の

音
も
聞
こ
え
な
い
」
等
の
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
空
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
低

空
飛
行
や
陸
上
自
衛
隊
習
志
野

演
習
場
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降

下
訓
練
の
隊
員
を
乗
せ
た
輸
送

機
の
離
発
着
の
他
、
「
Ｐ
３
Ｃ
」

の
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
の

訓
練
も
４
分
半
間
隔
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
に
数
回

は
米
軍
機
ま
で
も
が
飛
来
し
て

い
ま
す
。

　

市
は
騒
音
に
関
し
、
市
内
３

か
所
で
、
延
べ
６
週
間
の
騒
音

調
査
を
行
な
っ
て
い
る
だ
け
で

（
表
参
照
）
、
下
総
基
地
の
実
態

を
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
実
態

調
査
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

　

通
学
路
に
立
っ
て
子
ど
も
の

安
全
を
見
守
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

み
ん
な
の
掲
示
板
の
運
用
方
法
改
善
を
！

就
学
援
助
制
度

申
請
書
の
配
布
と
受
付
の
拡
充
を

三
番
瀬ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
促
進
を

海
上
自
衛
隊
下
総
基
地

　

低
空
飛
行
訓
練
・
騒
音
ま
き
散
ら
し

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
雨
具
の
支
給
を

条
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
な
ら

問
題
な
い
と
の
答
弁
。

　

し
か
し
、
あ
る
団
体
が
「
安

倍
９
条
改
憲
反
対
」
を
「
憲
法

９
条
を
守
ろ
う
」
と
い
う
表
現

に
変
更
さ
せ
ら
れ
て
掲
出
を
許

可
さ
れ
て
い
た
経
緯
が
あ
り
、

答
弁
に
は
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

掲
示
の
可
否
を
判
断
す
る
人
の

思
想
信
条
や
考
え
方
で
、
恣
意

受
付
は
、
在
籍
す
る
学
校
で
だ

け
。
平
日
の
昼
間
の
申
請
は
、

働
く
保
護
者
に
と
っ
て
難
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
議
会
で
は
、
申
請
書
の
配

布
を
教
育
委
員
会
や
フ
ェ
イ
ス

ビ
ル
、
出
張
所
で
も
行
う
こ
と
、

ら
、
「
漁
場
再
生
事
業
が
自
然

保
護
に
支
障
を
来
す
と
の
意
見

が
あ
る
」
、
「
鳥
獣
保
護
区
に

な
っ
た
際
に
は
漁
業
活
動
に
支

障
を
来
す
お
そ
れ
が
危
惧
さ
れ

る
」
な
ど
後
ろ
向
き
の
答
弁
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
三
番
瀬
に
新
た

な
道
路
を
建
設
す
る
構
想
を
検

討
し
て
お
り
、
「
三
番
瀬
の
自

然
を
破
壊
す
る
こ
れ
ら
の
構
想

は
や
め
ろ
と
言
う
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
質
し
ま
し
た
。
市
は
、

ド
事
業
に
つ
い
て
、
市
は
「
強

制
で
は
な
く
、
無
理
の
な
い
範

的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　

「
中
立
」
と
言
う
な
ら
賛
否

両
論
ど
ち
ら
も
掲
出
を
許
可
す

る
べ
き
で
す
。

　「医療センターへのアクセスを改善

してほしい」という声が市内全域か

らあがっています。「民間病院では自

前の送迎バスを運行している。医療

センターも自前の送迎バスを運行す

べきだ」と求めました。

　副病院局長は「当センターへの通

院は年平均３回から５回程度。市立

病院でも経費への配慮は必要。現

時点では考えていない」などと答弁

しました。医療センターの昨年度の

一般外来患者数は一日平均８８７人。

切実な声に応えるべきです。

申
請
書
の
受
付
を
教
育
委
員
会

で
も
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
、
「
申
請
書

の
配
布
場
所
や
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

早
期
実
現
を
、
引
き
続
き
求

め
て
い
き
ま
す
。

囲
で
」
と
、
大
雨
な
ど
天
候
の

悪
い
日
に
は
休
ん
で
構
わ
な
い

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
雨

の
日
ほ
ど
事
故
が
心
配
だ
」
と

休
ま
ず
出
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
が
い
ま
す
。
「
希
望
者
は

き
ち
ん
と
雇
い
、
責
任
の
持
て

る
体
制
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
頂
い

て
い
る
。
賃
金
等
を
支
払
う
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

「
せ
め
て
雨
具
を
支
給
す
べ

き
」
と
の
質
問
に
も
「
支
給
は

難
し
い
」
と
の
答
え
。

　

こ
れ
で
子
ど
も
の
安
全
が
守

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

第２回定例会　日本共産党提案の意見書と主な陳情・請願への態度
共
産
＝
日
本
共
産
党
（
8
人
）
、
自
由
＝
自
由
市
政
会
（
10
人
）
、
公

明
＝
公
明
党
（
10
人
）
、
市
民
＝
市
民
共
生
の
会
（
8
人
）
、
民
主
＝

民
主
連
合
（
4
人
）
、
自
民
＝
自
由
民
主
党
（
6
人
）
、
研
政
＝
研
政

会
（
3
人
）
、
無
所
属
＝
1
人
（
議
長
の
た
め
議
決
に
加
わ
ら
ず
）

◯
＝
賛
成
、
×
＝
反
対
、
退
＝
退
席

内　容 結果 共産 自由 公明 市民 民主 自民 研政

意
見
書

内閣人事局の廃止を求める意見書 否決 ○ × × × × × ×

日本の種子保全の施策を求める意見書 否決 ○ × × ○ ○ × ×

核兵器禁止条約の批准を求める意見書 否決 ○ × × ○ ○ × ×

財務省の決裁文書の書き換え問題の真相究明等を求める意見書 否決 ○ × × ○ ○ × ×

陳
情
・
請
願

ごみ収集回数削減に関する陳情 不採択 ○ × × ○
×:３※ × × ×

種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書提出に関する陳情 不採択 ○ × × ○ ○ × ×

みんなの掲示板の運用方法の改善に関する陳情 不採択 ○ × × ○ × × ×

習志野台地区高齢者に対するバス路線割引料金の適用区間設定に関する陳情 不採択 ○ × ○ × ○ × ×
退:１

都市再生機構管理賃貸住宅を公共住宅として維持するとともに、住宅セイフ
ティネットとしての機能を充実させ、継続居住者の居住の安定を求める意見
書提出に関する陳情

採択 ○ × ○ ○ ○ × ○

測定地点 測定年月日 飛行
回数

最高値
[㏈]

最低値
[㏈]

平均値
[㏈]

咲が丘小学校
H29.10.18～10.24 73 82.1 49.0 71.0

H29.10.25～10.31 37 74.5 49.6 68.9

八木が谷小学校
H30. 3. 6～ 3.12 32 79.7 52.7 71.1

H30. 3.13～ 3.19 93 84.2 46.7 73.3

丸山小学校
H29.12. 7～12.13 172 84.3 51.7 71.8

H29.12.14～12.20 219 85.5 50.0 73.5

下総飛行場に係る航空機騒音調査

※「ごみ収集回数削減に関する陳情」は、「市民共生の会」の齊藤、うめない、神田の各市議は不採択）

「
三
番
瀬
や
漁
業
活
動
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
は
、
そ
の
影
響
を
極
力
排

除
す
る
よ
う
、
検
討
段
階
か
ら
、

計
画
の
中
止
も
含
め
、
県
へ
申

し
入
れ
て
ま
い
り
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

船橋市立医療センター　
自前の送迎バスの運行を


